
市民の意見  NO.145　2014/8/118

運
動
の
現
場
か
ら

ピ
ー
ス
お
お
さ
か
の
歴
史
は
展
示
し
な
い
の
か
」
の

我
々
の
質
問
に
「
展
示
し
な
い
」
と
明
言
し
て
い
る
。

つ
ま
り
は
、
背
骨
で
あ
る
理
念
を
変
え
て
し
ま
い
、
加

害
・
被
害
の
両
面
を
展
示
し
て
き
た
ピ
ー
ス
お
お
さ
か

の
歴
史
を
自
ら
無
き
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

さ
ら
に
危
機
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
情
報
公
開

請
求
に
よ
っ
て
「
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
検
討
に
当
た
っ

て
の
基
本
姿
勢
～
監
修
委
員
会
確
認
事
項
（
２
０
１
４
年

1
月
24
日
）」
を
得
た
。
そ
れ
に
は
「
近
代
日
本
の
歩
み

に
触
れ
る
に
際
し
て
の
基
本
認
識
」
が
書
か
れ
て
い
る
。

後
半
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
反
省
は
自
ら
の
歴
史

に
痛
み
と
責
任
を
感
じ
、
そ
れ
に
耐
え
る
勇
気
を
与
え

る
と
同
時
に
、
そ
の
反
省
を
踏
ま
え
、
戦
後
新
た
に
構

築
し
た
国
際
協
調
主
義
、
自
由
・
公
正
・
公
平
の
価
値

の
認
識
の
下
に
、
今
日
ま
で
築
い
て
き
た
日
本
の
繁
栄

と
国
際
貢
献
の
実
績
に
対
す
る
誇
り
を
自
覚
さ
せ
る
」

と
あ
る
。
今
日
ま
で
築
い
て
き
た
日
本
の
繁
栄
と
国
際

貢
献
の
実
績
に
対
す
る
誇
り
を
自
覚
さ
せ
る
、
と
い
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
日
本
の
戦
後
の
平
和
貢
献
へ

の
歩
み
に
誇
り
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
展

示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
展
示
項
目
を
見
る
と
、
日
本
国
憲

法
の
文
字
が
な
い
。
全
く
も
っ
て
、
平
和
資
料
館
と
し

て
恥
ず
か
し
過
ぎ
る
。
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
中
心
に

位
置
す
る
監
修
委
員
会
の
基
本
姿
勢
か
ら
類
推
す
る
と
、

平
和
資
料
館
の
終
盤
の
展
示
が
「
誇
り
の
自
覚
」
を
促

す
も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
本
当
に

平
和
資
料
館
な
の
か
と
、
愕
然
と
す
る
。

ま
た
、
情
報
公
開
請
求
で
、
市
長
へ
の
報
告
書
「
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
案
」
の
書
面
を
得
た
。
た
っ
た
Ａ
４
判
１

枚
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、「
平
和
へ
の
取
り
組
み
を

知
る
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
自
衛
隊
等
）」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ピ
ー

ス
お
お
さ
か
が
Ｈ
Ｐ
で
公
表
し
た
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
中
身
に
「
自
衛
隊
」
の
項
目
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
市
長
へ
の
報
告
書
に
は
出
て
い
る
。
市
長
報
告
に

自
衛
隊
を
ど
の
よ
う
に
展
示
す
る
か
は
書
か
れ
て
い
な

い
。
5
月
の
大
阪
市
議
会
教
育
子
ど
も
委
員
会
で
、
無

所
属
の
福
島
議
員
が
自
衛
隊
の
活
動
も
展
示
す
る
べ
き

だ
と
の
意
見
を
述
べ
た
が
、
市
の
蔵
田
氏
は
何
も
回
答

し
な
か
っ
た
。
美
化
さ
れ
た
自
衛
隊
が
展
示
に
登
場
す

る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

１
９
９
１
年
に
開
館
し
た
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
。
そ
れ

は
１
９
７
１
年
に
始
ま
っ
た
大
阪
空
襲
を
語
り
継
ぐ
戦

争
体
験
者
の
大
阪
の
主
婦
た
ち
の
活
動
が
起
点
と
な
っ

て
で
き
た
平
和
資
料
館
で
あ
る
。
二
度
と
戦
争
し
な
い

よ
う
に
、
平
和
を
築
き
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
つ

ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
市
民
が
集
め
た
空
襲
犠
牲
者

の
名
簿
を
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
が
管
理
し
、
そ
の
名
前
を

刻
ん
だ
碑
が
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
館
内
に
は
あ
る
。

ピ
ー
ス
お
お
さ
か
を
作
っ
た
ひ
と
た
ち
、
空
襲
犠
牲

者
の
ひ
と
た
ち
が
ど
う
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
静
か
に

考
え
る
べ
き
だ
。

ピ
ー
ス
お
お
さ
か
は
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
た

め
、
8
月
31
日
か
ら
休
館
す
る
。
予
定
で
は
、
来
年
4

月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
。

（
ぶ
ん
や
・
よ
し
と
／
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
を
考
え
る
連
絡
会
、

大
阪
空
襲
訴
訟
を
支
え
る
会
）

沖
縄
の
今

由
井
晶
子

運 動 の
現場から政

府
、
沖
縄
新
基
地
建
設
に
ば
く
進

＊＊
7
月
1
日
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決

定
の
翌
朝
、
沖
縄
メ
デ
ィ
ア
は
激
し
く
反
発
し
た
。

沖
縄
タ
イ
ム
ス
は
1
、
2
、
3
面
を
大
き
な
黒
に
白

抜
き
の
大
き
な
横
見
出
し
で
こ
れ
を
報
じ
た
。
31
、

30
㌻
の
社
会
面
は
、「
戦
場
へ
の
一
里
塚
」、「
沖
縄
・

標
的
の
島
」「
基
地
集
中『
ま
っ
先
に
狙
わ
れ
る
』」と
、

沖
縄
の
歴
史
体
験
か
ら
、
国
境
の
島
々
の
怒
り
と
不

安
の
声
を
特
集
し
た
。

琉
球
新
報
は
、「
日
本
が
悪
魔
の
島
に
」
と
社
説

を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
辺
野
古
の
普
天
飛
行
場
代
替

施
設
建
設
の
た
め
、
米
軍
提
供
水
域
拡
大
と
、
埋
め

立
て
工
事
準
備
の
調
査
費
用
支
出
も
同
時
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
こ
と
を
解
釈
改
憲
と
ほ
ぼ
同
等
の
大
き
さ

で　

報
じ
た
。
実
際
、
1
日
当
日
さ
っ
そ
く
海
上
保

安
庁
、
沖
縄
防
衛
局
な
ど
の
船
が
14
隻
も
出
動
。
Ｖ

型
飛
行
場
の
建
設
予
定
地
の
作
業
ヤ
ー
ド
（
埋
め
立

て
工
事
の
ブ
ロ
ッ
ク
や
機
材
の
置
き
場
）
建
設
に
向
け
た

既
存
施
設
の
解
体
工
事
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

両
紙
は
く
わ
し
く
知
ら
せ
た
。

政
府
は
、
11
月
16
日
の
県
知
事
選
前
に
、
も
は
や

新
基
地
建
設
は
逃
れ
ら
れ
な
い
と
県
民
多
数
が
考
え

る
と
こ
ろ
ま
で
進
め
て
お
き
た
い
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
（
２
０
２
０
年
）
の
前
年
ま
で
に
普
天
間
代
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か
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替
飛
行
場
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
信
じ
が
た
い
目
標

へ
向
か
っ
て
突
進
中
と
い
う
印
象
だ

日
替
わ
り
の
よ
う
に
、
新
し
い
新
基
地
建
設
に
伴

う
、
日
米
合
意
と
さ
れ
た
現
行
基
本
計
画
に
は
な
い

施
設
計
画
、
ま
た
反
対
運
動
を
弾
圧
す
る
た
め
の
警

備
強
化
の
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
わ
る
。

7
月
中
に
も
着
手
す
る
海
底
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に

向
け
、
臨
時
制
限
水
域
を
示
す
ブ
イ
（
浮
標
灯
）
設

置
作
業
な
ど
が
行
な
わ
れ
る
が
、
政
府
は
警
察
庁
に

対
し
警
備
態
勢
の
強
化
を
指
示
。
こ
れ
を
受
け
県
警

は
、
警
備
関
係
の
捜
査
を
行
な
う
公
安
捜
査
隊
を
本

部
の
警
備
１
課
に
設
置
す
る
。
月
内
に
も
辺
野
古
沖

へ
の
浮
標
灯
（
ブ
イ
）
設
置
や
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
、
60
～
70
人
の
警
備
部

隊
を
組
織
す
る
予
定
。

ま
た
、
シ
ュ
ワ
ブ
に
米
海
兵
隊
が
現
行
計
画
案
に

な
い
家
族
住
宅
建
設
案
と
か
、
永
久
的
に
新
基
地
を

運
用
す
る
た
め
に
、
飛
行
場
に
は
強
襲
揚
陸
艦
が
寄

港
で
き
る
港
を
つ
く
る
こ
ち
ら
側
に
は
、
広
大
な
既

存
基
地
の
中
を
緑
化
し
、
兵
舎
棟
、
家
族
住
居
の
ほ

か
運
動
場
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
娯
楽
施
設
を
つ
く
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
構
築
し
よ
う
と
い
う
。

そ
の
一
方
で
、
普
天
間
基
地
の
オ
ス
プ
レ
イ
17
機

を
本
土
に
移
す
べ
く
、
ま
ず
第
1
号
を
厚
木
経
由
で

静
岡
へ
飛
行
さ
せ
た
り
、
Ｋ
Ｃ
１
３
０
空
中
給
油
機

15
機
を
岩
国
基
地
に
移
駐
さ
せ
た
り
。
そ
れ
だ
け
見

れ
ば
基
地
機
能
を
全
国
に
分
散
と
も
見
え
る
「
負
担

軽
減
策
」
を
開
始
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
も
、

定
期
的
に
沖
縄
基
地
で
訓
練
を
行
な
う
こ
と
を
米
軍

当
局
は
発
表
し
て
い
る
。

オ
ー
ル
沖
縄
の
崩
壊

＊＊

	

見
せ
か
け
の
基
地
負
担
軽
減
で
、
全
国
の
人
々
の

目
を
あ
ざ
む
き
、
地
元
と
分
断
を
図
り
つ
つ
、
沖
縄

内
へ
の
分
断
攻
勢
も
す
さ
ま
じ
い
。

現
在
の
新
基
地
建
設
へ
と
政
府
が
ご
う
ご
う
と
ば

く
進
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昨
２
０
１
３
年

12
月
26
日
、「
普
天
間
の
県
外
移
設
」
要
求
と
い
う

選
挙
公
約
を
破
っ
て
、
仲
井
眞
弘
多
知
事
が
キ
ャ
ン

プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
沿
岸
域
の
公
有
水
面
埋
め
立
て
を
承

認
し
た
こ
と
に
よ
る
。

２
０
１
２
年
、
欠
陥
機
オ
ス
プ
レ
イ
24
機
の
普
天

間
飛
行
場
配
備
計
画
に
沖
縄
住
民
は
激
し
く
反
発
し
、

9
万
余
の
抗
議
集
会
、
県
下
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
首

長
、
各
議
会
で
反
対
決
議
を
し
た
市
町
村
議
会
議
長

ら
が
、
普
天
間
基
地
野
嵩
ゲ
ー
ト
前
座
り
込
み
抗
議

を
す
る
事
態
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
１
９
９
９
年
来
ア
メ
と
ム
チ
で
橋
本

龍
太
郎
首
相
に
屈
服
さ
せ
ら
れ
た
名
護
市
で
は
、

２
０
１
０
年
「
海
に
も
空
に
も
基
地
を
つ
く
ら
せ
な

い
」
と
宣
言
し
た
稲
嶺
進
市
長
が
当
選
・
誕
生
し
た
。

巨
額
の
振
興
資
金
を
注
ぎ
込
ん
で
、
市
民
の
建
設
反

対
の
普
天
間
代
替
施
設
を
押
し
付
け
る
、政
府
の「
補

償
型
基
地
行
政
」
は
葬
り
去
ら
れ
た
。
あ
き
ら
め
か

け
て
い
た
人
々
が
再
起
し
た
。

県
議
会
が
辺
野
古
基
地
建
設
反
対
を
全
会
一
致
で

（
一
部
欠
席
）
で
決
議
、
保
守
政
治
家
の
大
物
で
、
自

民
党
県
連
に
影
響
力
の
あ
る
翁
長
雄
志
那
覇
市
長
が

ま
ず
「
辺
野
古
反
対
」
へ
と
舵
を
切
り
、
積
極
的
に

反
基
地
の
音
頭
を
取
っ
た
の
と
あ
い
ま
っ
て
、
沖
縄

の
声
に
耳
を
傾
け
な
い
政
府
に
対
し
「
オ
ス
プ
レ
イ

撤
去
」
と
「
辺
野
古
基
地
反
対
」
は
、
自
民
党
を
含

む
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
叫
び
と
な
っ
た
。
10
年
の
知

事
選
挙
で
は
、
仲
井
眞
現
職
知
事
も
普
天
間
の
「
県

外
移
設
」
を
公
約
に
し
て
当
選
し
た
。

12
年
の
安
倍
政
権
誕
生
で
情
勢
は
変
わ
っ
た
。
ま

た
し
て
も
「
補
償
型
」
基
地
行
政
の
復
活
。
し
か
も
、

右
傾
化
し
た
国
民
（
本
土
）
や
一
部
巨
大
メ
デ
ィ
ア

に
支
え
ら
れ
て
、
異
議
を
申
し
立
て
る
沖
縄
へ
の
露

骨
な
圧
力
も
強
大
と
な
っ
た
。
13
年
1
月
、
県
下
41

の
全
市
町
村
長
、
各
自
意
見
書
決
議
を
し
た
全
市
町

村
議
会
議
長
、
県
議
会
以
下
全
会
派
代
表
、
ほ
か
主

要
経
済
団
体
や
労
組
な
ど
の
代
表
が
、
署
名
・
捺
印

し
た
「
建
白
書
」
を
安
倍
首
相
に
手
渡
し
た
。「
オ

ス
プ
レ
イ
の
配
備
撤
回
」「
普
天
間
基
地
の
閉
鎖
と

撤
去
と
県
内
移
設
断
念
」
を
具
体
的
な
要
求
と
す
る
、

復
帰
40
年
現
在
な
お
米
軍
が
占
領
者
で
あ
る
か
の
ご

と
く
ふ
る
ま
う
沖
縄
の
実
情
を
歴
史
に
遡
っ
て
る
る

0

0

訴
え
「
沖
縄
県
民
総
意
の
米
軍
基
地
か
ら
の
『
負
担

軽
減
』
を
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。

要
請
活
動
の
「
東
京
行
動
団
」
は
集
会
後
の
デ
モ

で
、「
日
本
か
ら
出
て
行
け
」
な
ど
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
を
浴
び
せ
ら
れ
た
。
政
府
は
「
建
白
書
」
を
要
請

書
の
手
続
き
を
踏
ん
で
い
な
い
と
し
て
、
ご
み
扱
い

に
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
13
年
は
石
破
茂
幹
事

長
の
剛
腕
で
、
自
民
国
会
議
員
の
「
県
外
移
設
」
公

約
の
変
更
を
迫
っ
て
、
さ
ら
し
も
の
に
し
、
自
民
県

連
に
も
公
約
破
り
を
敢
行
さ
せ
た
。「
オ
ー
ル
沖
縄
」

は
崩
壊
し
た
。
し
か
し
、
内
堀
・
外
堀
を
埋
め
、
仲

ニュース145.indd   19 14.7.28   0:16:20 PM



市民の意見  NO.145　2014/8/120

運
動
の
現
場
か
ら

井
眞
知
事
の
埋
め
立
て
承
認
に
至
っ
た
あ
と
も
、
今

年
1
月
名
護
市
で
は
稲
嶺
市
長
が
堂
々
当
選
し
た
。

だ
が
、
石
垣
市
長
、
沖
縄
市
長
選
で
の
自
公
推
薦
候

補
の
勝
利
は
今
後
の
暗
雲
を
感
じ
さ
せ
る
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、「
沖
縄
『
建
白
書
』
の

実
現
を
目
指
し　

未
来
を
拓
く
島
ぐ
る
み
会
議
」
の

結
成
大
会
が
7
月
27
日
、
宜
野
湾
市
民
会
館
で
開
か

れ
る
。

3
月
2
日
、
県
議
で
「
建
白
書
」
の
取
り
ま
と
め

に
か
か
わ
っ
た
玉
城
義
和
氏
と
、
沖
縄
の
自
己
決
定

を
目
指
し
た
市
民
・
県
民
の
結
集
を
呼
び
掛
け
、
運

動
団
体
に
影
響
力
の
強
い
島
袋
純
琉
大
教
授
ら
の
呼

び
か
け
で
、
実
に
多
様
な
人
々
が
は
せ
参
じ
た
。
宮

里
政
玄
琉
大
名
誉
教
授
（
対
外
問
題
研
究
会
主
宰
）
は

じ
め
、
研
究
者
か
ら
、
経
済
人
、
辺
野
古
や
オ
ス
プ

レ
イ
パ
ッ
ド
を
緑
豊
か
な
や
ん
ば
る
の
山
中
に
設
置

工
事
中
の
東
村
高
江
の
座
り
込
み
現
場
の
人
々
、
政

党
、
議
員
、
労
組
・
平
和
・
人
権
団
体
等
々
、
実

に
多
彩
な
顔
ぶ
れ
で
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
議
論
を
し

た
。
88
人
で
発
起
人
会
を
結
成
、
以
後
、
3
回
の
協

議
、
県
議
や
市
町
村
議
会
の
議
員
団
会
議
結
成
を
経

て
、
個
人
参
加
の
大
同
団
結
の
結
成
大
会
の
運
び
と

な
っ
た
。

沖
縄
の
市
民
が
自
ら
主
体
と
な
っ
て
、
地
球
上
の

何
び
と
に
も
許
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
、
自
分
の
土
地
、

海
、
空
を
守
る
権
利
を
求
め
る
運
動
を
再
構
築
し
よ

う
と
い
う
の
で
あ
る
。
基
地
に
左
右
さ
れ
続
け
る
沖

縄
の
未
来
を
拒
絶
し
、
子
ど
も
た
ち
に
希
望
の
あ
る

未
来
を
引
き
継
ぐ
責
務
を
全
う
す
る
た
め
の
結
集
で

あ
る
。

島
ぐ
る
み
は
成
る
か

＊＊
１
９
９
６
年
の
憲
法
記
念
日
、
北
海
道
新
聞
が
3

日
続
き
で
「
沖
縄
か
ら
憲
法
を
考
え
る
」
と
い
う
社

説
を
掲
げ
た
。

5
月
1
日
、
50
年
間
日
本
が
辛
う
じ
て
平
和
を

保
っ
た
平
和
主
義
の
理
念
も
、
絶
え
ず
危
機
に
さ
ら

さ
れ
、
形
骸
化
さ
れ
て
き
た
。
憲
法
論
議
に
は
沖
縄

が
抜
け
落
ち
て
い
た
。
今
、
沖
縄
が
つ
く
り
だ
し
た

平
和
の
う
ね
り
を
、
全
国
的
に
高
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

同
2
日
、
沖
縄
の
「
基
地
、
軍
隊
を
許
さ
な
い
行

動
す
る
女
た
ち
の
会
」
は
、
子
ど
も
と
女
性
の
人
権

回
復
、
軍
隊
と
そ
の
構
造
的
暴
力
を
な
く
さ
な
い
限

り
女
性
の
戦
後
は
な
い
―
と
提
起
し
た
。
こ
れ
を
国

民
の
共
通
認
識
と
し
た
い
。
薬
害
エ
イ
ズ
に
も
み
ら

れ
る
住
民
の
生
活
と
健
康
を
守
ら
な
い
政
府
の
行
政

体
質
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
沖
縄
の
女
性
の

人
権
闘
争
を
本
土
に
も
広
げ
た
い
。

同
3
日
、
前
年
の
大
田
（
昌
秀
）
知
事
の
代
理
署

名
拒
否
は
、
自
治
体
が
中
央
政
府
の
出
先
機
関
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
も
う
地
方
が

国
に
従
属
す
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
。
沖
縄
が
発

信
す
る
新
し
い
自
治
の
風
を
ど
う
受
け
止
め
、
生
か

す
か
。（
全
国
の
）
自
治
体
が
答
え
を
出
す
番
だ
。
日

本
国
憲
法
施
行
（
１
９
４
７
年
）
か
ら
半
世
紀
、
平
和
、

人
権
、
自
治
の
状
況
か
ら
、
憲
法
は
「
守
る
」
だ
け

で
な
く
、
住
民
が
積
極
的
に
政
府
や
行
政
の
シ
ス
テ

ム
や
意
識
を
変
え
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
沖
縄
が
そ
れ

を
提
起
し
て
い
る
―
そ
ん
な
考
え
が
広
が
っ
て
い
た

こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
思
う
。

沖
縄
で
は
第
2
次
大
戦
後
27
年
間
の
米
軍
統
治

（
１
９
４
５
～
72
年
）
か
ら
日
本
へ
の
施
政
権
返
還
以

後
―
通
常
復
帰
後
と
い
う
―
42
年
の
間
に
、「
島
ぐ

る
み
」
と
呼
ぶ
超
党
派
の
闘
争
が
あ
っ
た
。
そ
の
た

び
、
沖
縄
と
い
う
犠
牲
の
う
え
に
立
っ
た
平
安
と
い

う
現
実
に
無
知
な
本
土
を
覚
醒
さ
せ
た
。
だ
が
、
そ

の
た
び
政
府
の
分
断
に
遭
っ
て
、
瓦
解
さ
せ
ら
れ
た
。

あ
ろ
う
こ
と
か
、
県
民
を
裏
切
っ
た
仲
井
眞
知
事

の
3
選
コ
ー
ル
を
し
て
い
る
「
背
信
」
沖
縄
自
民
県

連
を
中
心
と
す
る
政
治
家
や
そ
の
支
持
者
と
ど
う
対

決
で
き
る
か
、
正
念
場
を
迎
え
る
。

　
（
ゆ
い
・
あ
き
こ
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

大
阪
市
の
生
活
保
護
抑
制
を

モ
デ
ル
に
す
る
な

吉
田
和
雄

運 動 の
現場から

７
月
１
日
の
「
改
正
」
生
活
保
護
法
の
施
行
を
前

に
、
５
月
28
～
29
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
初
の
「
大

阪
市
生
活
保
護
行
政
問
題
全
国
調
査
団
」
行
動
が
行

な
わ
れ
た
。
私
は
「
生
活
保
護
費
大
幅
削
減
反
対
！

三
多
摩
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の
一
員
と
し
て
立
川
さ
ん

き
ゅ
う
ハ
ウ
ス
か
ら
、
片
山
か
お
る
小
金
井
市
議
と

参
加
し
た
。

大
阪
市
の
生
活
保
護
行
政
は
、
実
態
を
知
る
に
つ

れ
怒
り
を
通
り
越
し
て
唖
然
と
す
る
事
例
ば
か
り
で
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